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Ⅰ. 研究の目的  
 知的障害のある青年は, 特別支援学校高等部などを卒業すると, 大半が一般就労や福祉施設利用
などによって社会に出る。実際, 平成 25（2013）年度の学校基本調査には, 特別支援学校高等部（本





 本研究は, 知的障害のある青年の進路及び職業に関する意識を明らかにすることを, その主たる
目的とする。なぜ意識に着目したかというと, 現在の学校教育, とりわけ就労移行期に行われる進路
指導, 職業教育, キャリア教育の目標・内容その他と, 知的障害のある青年の意識にずれがあるので
はないかという問題意識を持ったからである。 
 我が国では, 障害者の雇用促進が政策として謳われて久しい。障害者の法定雇用率の引き上げや, 
その達成が全国的に目指されている。また, 教育の分野では, 高等部単置型の特別支援学校が増加し
ており, 人材育成的な指導を押し出す学校も一部存在する。 




 障害者雇用促進の動きは, 障害者の経済的自立や共生社会の実現を目指す上で, 確かに重要であ
る。しかし, 筆者は, 知的障害のある青年が仕事を続けにくい理由や, 意欲・主体性の乏しさを見過
ごして, 就労促進を進めることで, 何らかの問題が生じるのではないかと危惧するのである。そし 
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て, その問題は, 他の誰でもない青年ら本人にふりかかるのである。 
 これらの考えから, 本研究の目的を上記のように設定し, 今後の教育が検討する必要のある事項
を示唆したい。 
    
Ⅱ. 方法 
１．調査対象 
 対象は, 基本的に 10 代後半から 20 代前半の, 就労移行期にある青年（例外あり）とし, 知的障害
のないグループは四年制国立大学の教育学科及び文化学科の学生に協力を依頼した。知的障害のあ
るグループは, A 大学附属特別支援学校高等部専攻科, A 大学臨時用務員 F 支援室, 就労継続支援事
業 A 型施設 W に所属する方々に, 所管する部署の同意を得たうえで, 本人に依頼した。どちらも快
諾いただき, 2013 年 11 月から 2014 年 10 月の間に 1 回ないし 2 回実施した。 
 知的障害のあるグループについては, A 大学附属特別支援学校の在学生か卒業生に対象を焦点化
した。A 大学附属特別支援学校は, 独自に発達段階表を作成し, 生徒一人一人の発達段階を, 幅を持
たせつつ評定している。研究紀要を見てみると, 例えば高等部農園班には, 3 歳ごろの段階から 9，
10 歳頃の段階の生徒が在籍している。また, 環境整備班には 3 歳半～4 歳半の段階から, 7，8 歳頃の
段階の生徒が在籍している。さらにビジネス班には, 4 歳半頃の段階から 9，10 歳頃の段階の生徒が
在籍している。つまり, いわゆる中度から軽度の生徒が在籍しているといえる。 
 また, この学校には高等部に専攻科が設置されているが, 3 歳半頃の段階から 9，10 歳頃の段階の
生徒が在籍しており, 高等部本科と類似した構成となっている。 
 教育目標は, 「楽しい学校生活の中で, 『自分づくり』を基礎として, 一人一人の力を精一杯伸ば
し, 働くことに喜びを持ち, 社会の一員として豊かに生きる人間を育成する」としている。就職率
100％を目指すなどの特殊な目標は掲げていないということで, 対象群の抽象度は高い。 
 こうして, 知的障害のある青年については「A 大学附属特別支援学校の在学生か卒業生」という
一定の条件を設けたうえで, 就労や新たな進路に関して異なる条件の 3 グループに調査を行い, 分
析した。A 大学附属特別支援学校高等部専攻科の生徒は, 2 年後ないし 1 年後に学校卒業を控えてい
る。A 大学臨時用務員 F 支援室の室員は, A 大学の臨時用務員として雇用されており, 事務作業や清
掃作業などを行い,収入を得ながら, 期限付きの雇用であるため新たな進路を目指している。就労継
続支援事業 A 型 W で働く者は, 少し例外的であるが, 就労してある程度期間が経過しており, 転職
などは基本的に考えていない。 
 ちなみに, 本研究では対象者に発達検査や知能テストなどは実施していない。ただ, 知的障害のあ
る青年の中でも一般就労を進路として検討している方で, いわゆる「軽度」といわれる方を対象と
し, A 大学附属特別支援学校の在学生か卒業生という一定の 












     1 回目インタビュー 
 






ある。実施場所は A大学内 1室または協力者の所属する学校 
および施設の 1室であった。実施時間は 1 時間程度であった。 
 調査は図に示したように, 「1 回目インタビュー」と「2 回目インタビュー」をそれぞれ行った。
「知的障害のある青年の中に, 就労準備が不十分な者がいるのではないか」という考えを確かめる
ために, 知的障害のない青年グループと知的障害のある青年グループに 1 回目インタビューを行い, 
そこで出た中間的結果についての考察を深めるために, 知的障害のある青年グループのみに 2 回目
インタビューを実施した。 
 







 知的障害のあるグループ 3 つのうち, 今後一般就労も含めた新たな進路を検討している 2 グルー
プについて, どの仕事に就きたいかという質問に対し, 次のような発言があった。「まだ決まっては






















のない青年と比べたとき, その違いが際立つのである。知的障害のない青年は, 自己の理想像や, 憧


































 1 回目インタビューで見出した中間的結果をもとに, 知的障害のある青年の進路及び職業に関す
る意識についての考察を, さらに深めるために, 2 回目インタビューを実施した。知的障害のある













 さらに, （  ）内に表わした, ある職業を希望した理由も, 「あんなことをしてみたい」「こん
な風になりたい」という夢や憧れが大半であった。 




 つまり, 知的障害のある青年らの中には, 幼い頃には, 知的障害のない青年と同じように, 特定の
職業に夢や憧れを抱いていた者がいるということである。 
 
２. 幼少期の希望職業に就くことを現実困難と考え, あきらめた過程がある 
 しかし, 職業希望がどのように移り変わったのかを尋ねると, 以下のような発言が見られた。「資
格とかうんぬんがあって（あきらめた）」「勉強したんですけど, 時間が無くて」「近くに（動物園が）
無いし, 勉強もしないといけない」「障害者には, なれるわけがないと思った」「現実的に考えて, 大
学に行かないといけないし」といったものである。 









 このように, 知的障害のある青年は仕事に対して持っていた積極的な印象を打ち砕かれやすく, 
意欲がわきにくいと考えられる。 
 





























Ⅴ. 考察  
１．進路や職業に関する具体的なイメージの持ちにくさ 


























に書く, 友だちのいいところを見て褒める, といった外形的な面を答えたりするなど, 先行研究で
も明らかにされてきた特徴が見られた。しかし, よりよい就労には自己に対する一定の自信が必要
であると考える。このことから, 彼らの中には, まだ就労するには早く, さらに自己を見つめる期間
が必要な者もいるのではないか, と考えられる。よって, 学校教育ではこの課題を引き受け, 例えば
仲間との語り合いなどを通して, 彼らの自信をより育てる必要がある。また, 教育年限の延長につい
ても, よりいっそう活発に議論を進めるべきであると考える。 
 本研究では, 知的障害のある青年が, 知的障害のない青年と比べたとき, 夢や憧れを語りにくい
ことが明らかになった。また, その背景には, 幼いころの夢や憧れを, 周囲の大人やメディアによっ
てあっさり否定され, あきらめてきた過程があるのではないかと考えられた。指導者・支援者は, こ
のような経験をしてきている青年がいるかもしれないという捉えを持ち, 彼らがあきらめがちであ
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